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「
女
國
士
」
論

元
曲

「
薛
仁
貴
榮
蹄

故
里
」

と

の
關
蓮

を
め
ぐ

つ
て

松

岡

純

子

嘲

は
じ
め
に

許

地
山
晩
年
の
作
品

「女
國
士
」
(
一
九
三
八
)
は
、
元
々
香
港
大
學
女
子
學
生
同
學
會
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
劇
の
爲
に
執
筆
さ
れ
た
戯
曲

(
1
)

で
あ

っ
た
。
學
内
で
三
度
上
演
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て

『
香
港
大
公
報
』
「
文
芸
」
四
三
八
-
四
四

一
期

(
一
九
三
八
、
十

一
、
十
一
.
十

(
2

)

三
・
十
五
・
十
六
)
に
掲
載
さ
れ
た
。

從
來
、

こ
の

「女
國
士
」
に
つ
い
て
は
、
抗
日
戦
争
期
に
書
か
れ
、
許
地
山
の
愛
國
主
義
を
示
す
作
品
だ
と
い
う
言
及
が
爲
さ
れ
て

(3

)

い
る
だ
け
で
、
作
品
論
と
し
て
正
面
か
ら
と
り
上
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
許
地
山
は
、
こ
の
作
品
の

『
香
港
大
公
報
』

へ
の
掲
載
に
あ
た

っ
て
、

「後
記
」
を
附
し
特
に
以
下
の
鮎
に
言
及
し
て

(4
)

い
る
。

①

「
女
國
士
」
の
登
場
人
物
を
元
曲

「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
か
ら
取
出
し
た
こ
と



②

近
代
の
多
く
の
戯
劇
で
演
出
さ
れ
る
蒔
仁
貴
は
、
「説
唐
後
傳
」
「征
西
演
義
」
「醇
家
將
平
西
諸
傳
」
等
の
物
語
に
基
づ
く
が
、

ど
の
作
品
も
妻
柳
氏
が
醇
仁
貴
に
從
軍
を
勧
め
た
こ
と
を
略
し
て
い
る
こ
と

③

『
新
唐
書
』
本
傳
の
記
述
に
あ
る
〈
柳
氏
勧
夫
投
軍
〉

に
重
鮎
を
置

い
て
脚
色
し
た
こ
と

こ
れ
ら
の
鮎
を
特
記
し
た
意
圖
は
何
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
5

)

そ
も
そ
も
、

許
地
山
は

「
女
國
士
」
よ
り
先
に
、
「我
樹
於
孔
雀
東
南
飛
提
議
」
(
一
九
二
二
)
を
書
き
、

燕
京
大
學
女
子
學
生
に
よ

(
6
)

る
上
演
劇
の
服
装
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、

「中
國
文
學
所
受
的
印
度
伊
蘭
文
學
底
影
響
」
(
一
九
二
五
)
で
は
、

イ
ン
ド

・
イ
ラ
ン
文

(
7

)

學
が
宋
元
章
回
小
説
、
元
雑
劇
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
又

「梵
劇
膣
例
及
其
在
漢
劇
上
底
鮎
鮎
滴
滴
」
(
一
九
二
七
)
で

(
8

)

は
、

サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
劇
の
中
國
戯
劇

へ
の
影
響
を
詳
細
に
論
じ
、
更
に

「
印
度
戯
劇
之
理
想
與
動
作
」
(
一
九
二
九
)、
「近
三
百
年
來

(
9
)

的
中
國
女
装
」
(
一
九
三
五
)
等
も
執
筆
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
著
作
か
ら
、
許
地
山
が

一
九
二
〇
年
代
か
ら

一
貫
し
て
演
劇
に
關
心
を

持
ち
、
比
較
文
學
の
親
黙
を
有
す
る
と
と
も
に
、
元
曲
に
學
識
が
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
10
)

(
11
)

(
12

)

ま
た
彼
の
戯
曲
作
品
は

「女
國
士
」

一
作
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
に

「
孤
仙
」
(
一
九
二
六
)、
「凶
手
」
(
一
九
四
〇
)、

「尋
語
劇
木
蘭
」

(
一
九
四
〇
)
の
三
作
が
あ
る
。

「
狐
仙
」
は
、
懸
愛
、
結
婚
観
を
め
ぐ

っ
て
愛
と
女
性
奪
重
を
主
題
と
す
る
劇
中
劇
仕
立
の
作
品
で
あ

る
。

「
凶
手
」
は
、
元
曲

「殺
狗
勧
夫
」
の
翻
案
戯
曲
で
あ
る
。

「磐
語
劇
木
蘭
」
は
、
「
木
蘭
從
軍
」
に
材
を
取

っ
た
も
の
の
よ
う
で

あ

る
。

右

の
二
つ
の
観
鮎
か
ら

「女
國
士
」
を
見
て
み
る
と
、

こ
の
作
品
は
抗
日
職
孚
期
に
書
か
れ
、
愛
國
主
義
を
表
明
す
る
作
で
あ
る
と

し
て
も
、
「そ
れ
以
上
に
作
家
許
地
山
の
創
作
の
流
れ
か
ら
出
て
來
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
全
國
的
に
名
を
知
ら
れ
た
醇
仁
貴
を
素
材

「
女
國
士
」
論

(松
岡
)
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に
し
な
が
ら
も
、
「説
唐
後
傳
」
等
の
通
俗
演
義
か
ら
で
は
な
く
、
元
曲
か
ら
人
物
設
定
を
取
り
、
『
新
唐
書
』

の
記
述
を
基
に
女
性
の

ほ
う
に
重
鮎
を
置
い
て
脚
色
し
た
と
い
う
許
地
山
の

「後
記
」
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
、
元
曲

「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
と

「女
國
士
」

の

二
作
を
比
較
分
析
し
そ
の
翻
案

の
仕
方
を
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
ま
ず
史
書
の
中
の
醇
仁
貴
傳
を
ふ
ま
え
て
、
醇
仁
貴
を
め
ぐ
る

一
連
の
作
品
に
描
か
れ
た
醇
仁
貴
及
び
妻
柳
氏

を
中
心
に
人
物
設
定
を
概
観
す
る
。
そ
の
上
で
、
人
物
設
定
と
プ

ロ
ッ
ト

・
人
物
形
象
を
軸
に
、
元
曲

「
醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
と

「
女

國
士
」
を
比
較
検
討
し
、
許
地
山
が
元
曲
及
び
史
書
を
基
に
翻
案
執
筆
し
た
と
い
う

「女
國
士
」
の
創
作
意
圖
と
特
質
が

い
か
な
る
も

(
13
)

の
で
あ
る
か
考
察
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、
民
國
七
年
酒
券
櫻
影
印
博
古
堂
本

『
元
曲
選
』
、
『香
港
大
公
報
』
(
マ
イ
ク
ロ
)
を
使
用
す
る
。

72

二

史
書
の
中
の
醇
仁
貴
及
び
關
連
作
品
に
つ
い
て

元
曲
や
通
俗
演
義

・
近
代
戯
劇
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
醇
仁
貴
は
、

史
書
に
は
ど
う
記
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

『奮
唐
書
』
巻
八

十
三
列
傳
第
三
十
三
の
醇
仁
貴
傳
に
依

っ
て
彼
の
生
涯
を
見
て
お
こ
う
。

(
14
)

 醇
仁
貴
は
、
貞
観
末
年

(
六
四
九
)、
太
宗
の
遼
東
親
征
に
際
し
て
の
募
集
に
鷹
じ
、
將
軍
張
士
貴
の
下
で
從
軍
し
た
。
安
地
城
攻
め

で
、
白
衣
を
身
に
つ
け
戟
と
弓
矢
を
手
に
戦
功
を
立
て
た
。
後
に
萬
年
宮
に
幸
し
た
高
宗
を
山
津
波
の
危
機
か
ら
救

っ
た
。
高
麗
と
職

い
輩
騎
で
敵
の
弓
の
射
手
を
生
け
ど
り
に
し
、
契
丹
と
戦
い
首
領
を
檎
に
し
て
官
を
得
た
。
彼
は
突
豚
と
戦
う
爲
天
山
に
向
か
う
際
、

高
宗
の
御
前
で
弓
の
腕
を
試
さ
れ
た
が
、
五
重
ね
の
甲
を
射
抜
く
程
の
弓
の
名
手
で
あ

っ
た
。
天
山
で
は
三
本
の
矢

を
放
ち
、
た
て
績

け

に
三
人
を
射
殺
し
て
敵
を
畏
怖
さ
せ
、
勝
利
を
も
た
ら
し
た
。
績
け
て
高
麗
と
の
職

い
で
扶
鯨
城
を
落
と
し
、
平
壌
に
入
城
、
右
威



衛

大
將
軍
、
平
陽
郡
公
、
安
東
都
護
と
な

っ
た
。
や
が
て
吐
蕃
討
伐
の
行
軍
大
総
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
彼
の
累
進
を
ね
た
む
副

將
郭
待
癖

命
令
違
反
に
よ
っ
て
吐
蕃
と
の
職
い
に
敗
れ
・
坐
し
て
除
名
さ
れ
た
・
い
っ
た
ん
は
庶
民
に
身
を
落
と

し
た
も
の
の
、
後

に
高
麗
が
叛
く
と
再
び
用
い
ら
れ
、
高
麗

・
突
厭
等
を
次
々
に
撃
破
し
た
。
病
に
よ
り
年
七
十
で
死
亡
。
死
後
、
功
績
を
た
た
え
ら
れ

左
暁
衙
將
軍
の
位
を
遺
賂
さ
れ
、
そ
の
遺
膣
は
朝
廷
が
仕
立
て
た
霊
輿
で
郷
里
に
か
え
さ
れ
た
。

な
お

『新
唐
書
』
巻
百
十

一
列
傳
第
三
十
六
の
醇
仁
貴
傳
に
依
れ
ば
、
永
淳
二
年

(
六
八
三
)
卒
。

こ
の
よ
う
に
史
實
の
醇
仁
貴
は
、
邊
境
防
衛
に
腕
を
奮
い
異
民
族
の
侵
略
と
職

っ
た
英
雄
的
武
將
で
あ
り
、
そ
の
起
伏
に
富
ん
だ
生

涯

は
様
々
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で

『奮
唐
書
』
に
は
な
い
が
、
『
新
唐
書
』
に
の
み
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

醇
仁
貴
、
緯
州
龍
門
人
、
少
貧
賎
、
以
田
爲
業
、
.將
改
葬
其
先
、
妻

柳
日
、
夫
有
高
世
之
材
、
要
須
遇
時
乃
獲
、
今
天
子
自
征
遼

(
16
)

東
、
求
猛
將
、
此
難
得
之
時
、
君
益
圖
功
名
以
自
顯
、
富
貴
還
郷
、
葬
未
晩
、
仁
貴
乃
往
見
將
軍
張
士
貴
鷹
募

先
に
述
べ
た
醇
仁
貴
の
英
雄
性
に
加
え
、
こ
の
柳
氏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
許
地
山
は

「
説
唐
後
傳
」
等
に
基
づ
く
近
代
の
戯
劇
に
は

略
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
そ
れ
以
前
の
古
い
い
く
つ
か
の
醇
仁
貴
に
關
連
す
る
作
品
の
題
材
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。
い
ま
醇

仁
貴
關
連
の
作
品
を
次
に
掲
げ
、
こ
れ
を
◎
印
で
示
す
こ
と
に
す
る
。
な
お
○
印
は
妻
柳
氏
が
登
場
す
る
作
品
で
あ
る
。

(
17

〉

①
醇
仁
貴
衣
錦
還
郷

『元
刊
雑
劇
三
十
種
』

(
18
)

◎
②
醇
仁
貴
征
遼
事
略

『永
樂
大
典
』
巻
五
二
四
四

(
19
)

◎
的
新
刊
全
相
唐
醇
仁
貴
跨
海
征
遼
故
事

『明
成
化
説
唱
詞
話
叢
刊
』

「
女
國
士
」
論

(
松
岡
)
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○
的
摩
利
支
飛
刀
封
箭

◎
的
賢
達
婦
龍
門
隠
秀

○
⑥
醇
仁
貴
榮
蹄
故
里

(
お

)

(
勿
)

σ

金

　

記

田

白

抱

記

〕

(%
)

〕

(27
)

10

定

天

山

11

射

雁

記

〕

(銘
)

0

12

説

唐

演

義

後
傳

■

(29
)

13

異

説

征

西
演

義
全

傳

■

(30
)

14

醇

家

將

平

西
演

傳

■

(31
)

0

15

征

西
説

唐

三
傳

■

(32
)

〕

(
33
)

16

風
花

山
0

17

柳

迎
春

〕

(鵠
)

〕

(36
)

19

蜀

木

關

20

沢

泥

湾

〕

(38
)

〕

(39
)

0

22
扮

河

溝

23

北
詐

風

〕

(41
)

〕

(42
)

25

西
唐

傳

0

26
棋

盤

山

〕

(44
)

〕

28

馬

上

縁

〕

(47
)

31

醇

仁

貴

征

東

x

◎

32

女

國

士

〔

(
20
)

『脈
望
館
妙
校
本
古
今
雑
劇
』

(
21

)

『脈
望
館
鋤
校
本
古
今
雑
劇
』

(
22

)

『
元
曲
選
』

29
三
休
奨
梨
花

何
穀
天

許
地
山

⑧
征
激
謳
)
(
明
傳
奇
)

(清
傳
記
)

(通
俗
演
義
)

(通
俗
演
義
)

(通
俗
演
義
)

(通
俗
演
義
)

〕

(謎
)

18
三
箭
定
天
山

(京
劇
)

工

(37
)

21
摩
天
嶺

(京
劇
)

■

(40
)

24
焚
金
定
罵
城

(京
劇
)

■

(43
)

27
陳
金
定

(京
劇
)

〔
(45
)
〕

(46
)

0
30
奨
江
關

(京
劇
)

〔一
九
三
三

一
九
三
八
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こ
れ
ら
の
作
品
の
う
ち
、
元
曲

「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
の
人
物
設
定
に
何
ら
か
の
影
響
を
與
え
得
た
と
考
え
ら
れ

る

『元
曲
選
』
成

立
ま
で
の
作
品
口
～
師
と
〔6
に
つ
い
て
、
醇
仁
貴
投
軍
の
際
の
仁
貴
の
父
母
及
び
仁
貴
と
妻
柳
氏
の
設
定
を
見
て
お
こ
う
。

醇

仁

貴

の

父

母

醇

仁

貴

死
亡

健
在

②

×

的

×

× ×

〔6〕〔5〕 〔4〕〔1〕

醇
大
伯

・
老
旦

酵
大
伯

・
婆
婆
王
氏

醇
大
伯

・
婆
婆
李
氏

醇
大
伯

・
婆
婆
李
氏

被
動
的

主
動
的

②

醇
仁
貴

的

醇
仁
貴

〔6〕〔5〕 〔4〕〔1〕

醇
仁
貴

醇
騒
寄

(仁
貴
)

醇
仁
貴

醇
駿
寄

(
仁
貴
)

二
十
二
歳

妻

柳

氏

勧
夫
投
軍

同

意

勧
夫
投
軍

同

意

②

柳
氏

陶

柳
金
定

①

-

1

㊧

柳
迎
春

陶

柳
螺

旬

〔6〕

柳
氏

×
死
亡
-
該
當
ナ
シ

こ
の
中
で
山
に
は
柳
氏
は
登

場

せ
ず
、
『新
唐
書
』
の

〈
柳
氏
勧
夫
投
軍
〉
の
記
述
に
沿
う
の
は
②
③
⑤
で
あ
る
。
但
し
②
の
柳
氏

が
戦
功
を
立
、て
榮
達
す
る
機
會
だ
と
し
て
仁
貴
と
の
別
れ
の
悲
哀
を
示
さ
ぬ
の
に
封
し
、
的

の
柳
金
定
は
夫
婦
の
恩
愛
を
述
べ
別
離
後

の
仁
貴
を
氣
つ
か
い
無
事
に
早
く
蹄
る
よ
う
言
い
含
め
る
形
と
な

っ
て
い
る
。
的
の
柳
迎
春
は
、
積
極
的
に
仁
貴
の
力
量
を
認
め
投
軍

す

る
よ
う
働
ま
ず
。
そ
し
て
老
父
母
に
仕
え
暮
ら
し
を
た
て
て
い
く
毘
悟
を
懇
切
に
述
べ
仁
貴
が
留
守
宅
の
心
配
を
せ
ぬ

よ

う

努

め

る
。
㈲
⑥
は
仁
貴

の
投
軍
に
同
意
し
、
父
母
に
仕
え
家
を
守
る
毘
悟
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
な
お
山
～
⑥
は
、
仁
貴
投
軍
後
の
戦
い

「女
國
士
」
論

(松
岡
)
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ぶ
り
に
つ
い
て
史
實
に
記
載
さ
れ
た
数
々
の
職
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ふ
ま
、兄
て
い
る
。
但
し
口
～
⑯
で

一
貫
し
て
悪
役
と
さ
れ
る
張
士

貴

に
つ
い
て
は
、
仁
貴
の
功
を
横
取
り
す
る
史
實
は
な
い
。
又
陶
は
柳
迎
春
を
主
人
公
と
し
て
、
仁
貴
と
の
出
會
い
を
物
語
化
し
て
ふ

く
ら
ま
せ
、
仁
貴
投
軍
後
は
父
母
に
仕
え
生
活
の
苦
し
み
に
耐
え
る
賢
夫
人
ぶ
り
を
描
き
他
の
作
品
と
は
プ

p
ッ
ト
、
主
題
と
も
大
き

(
48
)

く
異

っ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、

『新
唐
書
』
に
記
さ
れ
た

〈
柳
氏
渤
夫
投
軍
〉
を
題
材
と
す
る
作
品
が
、

少
く
と
も

『
元
曲
選
』
成

立
以
前
に
三
作
は

(
49
)

あ
る
こ
と
、
又
、
柳
迎
春
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
作
品
は

「
女
國
士
」
の
み
で
は
な
く
師
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

次
に
、
許
地
山
が

「後
記
」
で
言
及
し
た
12
以
下
の
作
品
に
つ
い
て
、
柳
氏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
略
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
何
故
か
を
考

〔

え

る
爲
に
、
そ
の
作
品
内
容
を
簡
軍
に
見
て
お
き
た
い
。

迎
で
は
、
醇
禮

(仁
貴
)
と
妻
柳
金
花
の
出
會
い
の
部
分
が
陶
の
設
定
を
う
け

つ
い
で
更
に
物
語
化
し
て
い
る
。
投
軍
の
際
、
仁
貴

〔
の
父
母
は
既
に
亡
く
な

っ
て
お
り
、
柳
金
花
は
同
意
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
仁
貴
と
の
別
離
後
、
貧
窮
の
中
で
子
を
産
み
育
て
る
。
但

し
、
こ
の
作
品
で
注
目
す
べ
き
黙
は
、
仁
貴
投
軍
後
の
職
い
で
、
法
術
を
駆
使
す
る
者
達
が
活
躍
し
、
又
、
戦
い
に
敗
れ
た
敵
が
悪
怪

と
な

っ
て
、
蹄
郷
し
た
醇
仁
貴
に
誤
ま

っ
て
我
が
子
を
弓
で
射
さ
せ
る
場
面
等
が
創
作
さ
れ
て
い
る
鮎
で
あ
る
。

13
14
は
今
の
と
こ
ろ
未
見
。

〔
〔

15
は
、
内
容
的
に
12
の
績
編
と
な

っ
て
お
り
、
仁
貴
の
子

・
孫
を
含
め
た
三
代
に
わ
た
る
征
西
物
語
で
あ
る
。
仁
貴
は
途
中
で
死
亡

〔

r
、

し
、
物
語
の
比
重
は
仁
貴
の
子
に
移
る
が
、
こ
の
作
品
で
も
、
法
術
を
使
い
敵
と
職
う
超

英

雄
が
活
躍
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
攣
容

し

て
い
る
。
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陶
～
鋤
の
京
劇
十
五
作
は
・
こ
れ
島

～
陶
の
通
俗
嚢

の
各
回
の
見
霧

に
材
を
取
っ
て
い
る
。
柳
氏
も
し
く
締

迎
春
は
、
ロη

職

臨

霧

す
る
が
お
お
む
ね
副
次
蝋
翫

い
と
な
つ
て
導

既
に
活
劇
の
主
人
公
と
し
て
欝

化
し
た
醇
仁
貴

に
、
〈
柳
氏

勧
夫
投
軍
〉

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
全
く
そ
ぐ
わ
な
く
な

っ
て
お
り
、
そ
の
爲
に
鵬
以
下
の
作
品
で
は
、
柳
氏
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
意
識
的
に

略
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鋤
は
近
代
の
小
説
で
、
抗
日
職
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
醇
仁
貴
の
物
語
が
農
村
に
流
布
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
と

と
も
に
、
抗
戦
と
結
び
つ
け
て
醇
仁
貴
を
使

っ
た
例
で
あ
る
。

・

32
に
つ
い
て
は
次
章
に
述
べ
る
。

以
上
概
観
し
た
作
品
に
お
い
て
、
①
～
陶
は

一
鷹
史
實
の
醇
仁
貴
の
戦
い
の
事
跡
を
下
敷
き
に
意
識
し
つ
つ
作
品
化
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
封
し
拗
～
均
に
か
け
て
は
・
法
術
を
駆
使
す
る
者
や
仇
を
爲
す
魂
蜜
の
登
場
、
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
の
活
躍
等
、
ω
～
⑥
に
は

登
場
し
な
い
多
く
の
人
物
が
創
造
さ
れ
、
か
な
り
虚
構
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
し
て
16
以
下
の
京
劇
は
そ
れ
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
見
所

〔

の
各
回
を
脚
色
し
演
じ
て
、
當
時
の
醇
仁
貴
像
の
流
布
に
大
き
く
關
與
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
12
～
31
に
窺
わ
れ
る
よ
う
な
活

〔

〔

劇
の
主
人
公
と
し
て
悪
と
闘

い
打
ち
克

つ
英
雄
、
侵
略
者
を
討

つ
正
義
の
英
雄
が
、
醇
仁
貴
の

一
般
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
乃
ち
許
地
山
が

「女
國
士
」
を
書
い
た
當
時
に
お
い
て
は
、
醇
仁
貴
と
い
え
ば
元
曲
よ
り
も
通
俗
演
義
か
ら
京
劇
等
を
通
し
て
流

布

し
た
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
す
る
ほ
う
が
む
し
ろ

一
般
的
で
あ

っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し

て
通
俗
的
に
改
攣
し
て
も
良
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
許
地
山
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
化
し
た
英
雄
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
ら
ず
、
逆
に
省
略
さ

れ
て
い
っ
た
柳
氏
を
と
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

「女
國
士
」
論

(松
岡
)
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柳
氏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
關
連
作
品
三
作
に
使
わ
れ
柳
氏
を
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
す
る
作
品
も

一
作
あ
る
こ
と
、
通
俗
演
義
～
京
劇
で
は

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
化
し
た
英
雄
醇
仁
貴
縁

の
成
立
と
共
に
柳
氏
の
影
が
薄
く
な

っ
て
い
っ
た
こ
と
に
留
意
し
た
上
で
、
問
題
の
二
作
の
検

討
に
入
り
た
い
。

78・ 「

 

三

元
曲

「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
と

「女
國
士
」

本
章
で
は
、
■
人
物
設
定
ニ
プ

ロ
ッ
ト
⇔
人
物
形
象
の
三
黙
に
し
ぼ

っ
て
二
作
を
比
較
し
て
い
く
。

■

人
物
設
定
に
つ
い
て

醇
仁
貴
の
父

鱒
「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
で
の
醇
大
伯
は
、

「
女
國
士
」
の
醇
大
伯
に
樹
鷹
し
て
い
る
。

だ
が
大
ぎ
く
異

っ
て
い
る
黙

は
、
前
者
で
は
最
後
ま
で
健
在
な
の
に
封
し
、
後
者
で
は
途
中
で
死
亡
す
る
こ
と
で
あ
る
。
父
の
死
と
い
う
貼
で
は
、
二
章
の
關
連
作

品
に
あ
げ
た
②
的
に
符
合
す
る
が
、
途
中
で
の
死
は
、
全
く
許
地
山
の
創
作
で
あ
る
。

醇
仁
貴

の
母

で
「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
の
婆
婆
李
氏
は
、
「
女
國
士
」
の
李
婆
婆
に
封
鷹
し
て
い
る
。

な
お
婆
婆
李
氏
は
、

先
に
あ

げ

た
關
連
作
の
陶
に
出
て
い
る
。

醇
仁
貴

"
「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
の
醇
駿
寄

(仁
貴
)
二
十
二
歳
は
、
「
女
國
士
」
の
醇
駿
寄

(仁
貴
)
二
十
二
歳
に
ピ

ッ
タ
リ
封

懸
す
る
。
な
お
醇
験
寄
と
い
う
名
は
、
先
の
關
連
作
的
に
出
て
い
る
。

醇
仁
貴
の
妻

=
「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
で
の
柳
氏
は
、
「
女
國
士
」
で
は
柳
迎
春
二
十
歳
と
な

っ
て
い
る
、
柳
迎
春
の
名
は
關
連
作

㈲
陶
に
出
て
い
る
が
、
こ
の
名
前
と
年
齢
を
と
も
に
記
す
の
は
、
關
連
作
働
で
あ
る
。



以
上
の
主
要
人
物
四
人
は
各
々
封
鷹
す
る
が
、
「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
に
出
て
來
る
そ
の
他
の
登
場
人
物
は
、
「
女
國
士
」
で
は
全
て

カ

ッ
ト
さ
れ
、

代
わ
り
に
小
楡

(
こ
そ
泥
)
崔
賓
奴
が
創
作
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
崔
賓
奴
が

「
女
國
士
」
の
舞
壷
廻
し
の
役
割

を
担
わ
さ
れ
て
い
る
。
人
物
設
定
で
は

「
女
國
士
」
の
醇
大
伯
の
途
中
で
の
死
、
妻
柳
迎
春
の
設
定
の
具
膿
化

・
明
確
化
、
崔
賓
奴
の

創
作
が

「
醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
と
は
異
る
。

ニ

プ

ロ
ッ
ト
に
つ
い
て

「
醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
の
プ

ロ
ッ
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

懊
子

"
農
務
に
努
め
ぬ
醇
仁
貴
の
武
藝
習
練
と
投
軍
を
め
ぐ
り
、
年
老
い
て
寄
る
邊
な
き
身
の
父
母
が
反
封
し
引
き
止
め
る
。
こ
れ

に
封
し
、
醇
仁
貴
は
投
軍
の
決
意
固
く
、
父
母
を
説
得
し
て
出
護
す
る
。
こ
の
時
、
柳
氏
は
、

(
51

)

大
寄
妾
身
在
家
情
願
替
伽
侍
養
公
婆
像
放
心
的
自
去

と
彼
を
途
り
出
す
。
し
か
し
夫
婦

の
恩
愛
の
情
を
思
い
、
功
名
の
爲
別
離
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
、

(
52

)

・
旦
倣
悲
科
詩
云
錐
然
是
芳
年
連
理
爲
功
名
只
得
離
分

と
悲
し
み
に
沈
む
。

・
一
折

・・
醇
仁
貴
が
軍
に
身
を
投
じ
戦
功
を
立
て
な
が
ら
、
上
官
張
士
貴
に
功
を
か
た
り
取
ら
れ
る
不
運
と
、
弓
の
腕
比
べ
に
依
る
裁

定

を
輕
て
の
逆
轄
が
語
ら
れ
る
。

二
折

"
幸
運
が
巡

っ
て
來
た
醇
仁
貴
に
樹
し
、
故
郷
に
残
し
た
父
母
の
怒
り
と
悲
し
み
が
、
醇
仁
貴
の

〈
夢
〉
を
通
し
て
封
比
さ
れ

る
ゆ

「女
.國
士
」
論

(
松
岡
)
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三
折

=
婦
郷
し
た
醇
仁
貴
を
前
に
、

村
の
者
が
そ
れ
と
知
ら
ず
そ
の
父
母
の
苦
境
を
引
い
て
仁
貴
を
悪
し
ざ
ま

に
言

い
、

前
折
の

〈
夢
〉
で
の
悲
哀
に
封
し
笑
い
を
誘
う
。

四
折

"
嘆
き
つ
つ
待
ち
わ
び
る
父
母
の
も
と
に
、
醇
仁
貴
が
蹄
り
、
父
母
及
び
柳
氏
と
の
再
會
を
果
た
し
、

一
家
大
團
圓
と
な
る
。

こ
の
時
、
仁
貴
は
、
そ
の
功
に
よ
り
,
徐
茂
公
の
娘
を
賜

っ
て
同
件
し
て
お
り
、
そ
こ
に
封
官
賜
賞
の
報
せ
が
も
た
ら
さ
れ
、

一,同
聖

思

を
謝
す
、
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

「女
國
士
」
の
プ

ロ
ヅ
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(な
お

「
女
國
士
」
は
全

一
幕
通
し
戯
曲
で
あ
る
。

場
面
の
展
開
に
合
わ
せ
て

以
下
便
宣
的
に
e
㊤
㊧
⑳
と
し
た
の
は
筆
者
で
あ
る
。)

○

=
醇
家
の
鶏
を
狙
う
崔
賓
奴
と
、
崔
を
叱
責
す
る
醇
大
伯
の
聲
。
績
け
て
醇
仁
貴
の
父
母
と
柳
迎
春
が
、
農

務
を
省
み
ず
武
藝

修
練
に
働
み
投
軍
を
望
む
醇
仁
貴
を
巡

っ
て
議
論
す
る
。
父
は
仁
貴
に
不
満
で
強
く
反
野
す
る
が
、
母
は
強
制
し
え
な
い
こ
と

だ
と
容
認
す
る
。

一
方
柳
迎
春
は
、
仁
貴
の
武
藝
の
腕
前
と
大
き
な
志
を
認
め
、
從
軍
し
て
も
敗
れ
る
は
ず

は
な
く
必
ず
蹄

っ

て
來
る
と
、
積
極
的
な
費
意
を
示
す
。

◎

"
醇
家
の
瓜
を
盗
ろ
う
と
す
る
崔
寳
奴
と
、
庭
先
で
午
睡
す
る
醇
大
伯
の
姿
。
目
を
豊
ま
し
た
蘇
大
伯
が
崔
に
氣
づ
き
、
彼
を

こ
ら
し
め
よ
う
と
追

い
か
け
て
韓
倒
。
そ
の
ま
ま
死
亡
す
る
。
蹄
宅
し
た
醇
仁
貴
は
、
父
の
死
を
前
に
、
葬
儀
の
こ
と
や
残
さ

れ
る
老
母
と
妻
を
思
い
、
從
軍
を
や
め
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
柳
迎
春
は
、

大
寄
請
不
用
掛
慮
。
…
…
至
干
家
里
底
零
星
費
用
奴
手
里
錐
没
有
多
少
積
蓄
、
若
是
織
些
布
匹
、
倣
些
針
斎
、
也
可
以
勉
強

。

。

。

。

(
53

)

度
得
下
去

(傍
黙
は
筆
者
に
依
る
。
以
下
同
。)

ε0



と
從

軍

を
勧

め

、
そ

し

て
、

(
騒
)

凡
是
有
大
志
而
不
求
達
到
底
、
便
是
庸
夫
、
他
只
會
敬
夢

と
仁
貴
を
叱
陀
す
る
。
更
に
彼
女
は
、

大
寄
不
是
個
凡
人
、
當
然
知
道
古
來
的
大
孝
子
是
要
立
身
建
功
、
保
衛
邦
家
、
若
是
早
晩
的
請
安
、
春
秋
的
祭
祀
、
不
過
是

人
子
底
末
節
、
凡
夫
底
常
行
罷
了
。
如
今
邊
彊
這
歴
吃
緊
、
憲
賊
這
廉
狙
狂
、
倣
子
民
的
須
當
以
身
許
國
、
掃
除
夷
虜
、
才

(
肪
)

是
正
理
。
(傍
線

は
筆
者
に
依
る
。
以
下
同
。)

と
説
く
。
か
く
し
て
醇
仁
貴
は
、
改
め
て
投
軍
を
決
意
す
る
。
こ
こ
で
の
柳
迎
春
の
セ
リ
ブ
は
、
元
曲

「醇
仁
貴
榮
締
故
里
」

で
、
仁
貴
が
父
母
を
説
得
す
る
爲
に
使

っ
た
セ
置リ
フ

核
児
聞
的
古
稻
大
孝
須
是
立
身
揚
名
榮
耀
父
母
若
但
是
農
昏
奉
養
問
安
覗
膳
乃
人
子
末
節
不
足
爲
孝
今
當
國
家
用
人
之
際
要

(
56
)

得
掃
除
夷
虜
齋
靖
邊
彊

を
引

い
て
い
る
。

。
」

=
逃
げ
よ
う
と
し
た
崔
寳
奴
が
、

仁
貴
に
つ
か
ま
り
、

樹
に
し
ば
り
つ
け
ら
れ
る
。

許
し
を
乞
う
崔
寳
奴
。

一
=方
仁
貴
の
母

は
、
父
の
死
を
理
由
に
、
仁
貴
の
投
軍
に
反
封
し
て
こ
う
言
う
。

o

o

。

。

o

。

。

。

o

。

o

。

o

o

o

(
57

)

打
伎
?
打
侯
自
有
別
的
人
去
。
短
了
像

一
個
也
不
見
得
就
不
成
。

そ
の
母
に
仁
貴
は
説
く
。

一
個
小
楡
來
倫
我
椚
家
底
東
西
、
便
會
教
我
椚
家
里
闇
出
這
個
大
魁
子
、
不
但
芸
了
東
西
、
並
且
喪
失
人

口
。
…
…
假
如
外

「
女
國
士
」
論

(松
岡
)
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夷
入
我
國
土
地
、
嬌
嬬
、
悠
想
我
椚
要
喪
失
多
少
東
西
、
死
亡
多
少
人
口
?
我
椚
是
種
地
底
人
、
若
是
土
地
芸
失
了
、
豊
不

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

(
58

)

要
白
白
餓
死
?
種
地
底
人
椚
更
慮
當
上
陣
去
保
衛
國
土
。

⑳

"
崔
賓
奴
が
隙
を
見
て
逃
げ
出
す
が
、
仁
貴
に
再
び
つ
か
ま
る
。
仁
貴
は
、
崔
も
共
に
投
軍
さ
せ
る
べ
く
連

れ
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
嫌
が
る
崔
賓
奴
に
柳
迎
春
が
説
い
て
き
か
せ
る
。

像
不
必
害
伯
。
奴
信
得
過
、
像
是
可
以
眼
像
臨
大
寄
去
底
、
像
想
伽
這
磨
年
青
、
又
這
廉
聰
明
、
若
是
肯

立
志
、
將
來
必
定

會
成
爲

一
個
根
有
用
的
人
。
…
…
若
是
伽
去
從
軍
、
這
有
立
功
底
希
望
。
像
不
但
自
己
受
人
恭
敬
、
連
國
家
也
有
光
榮
。
要

(
59
)

知
道
爲
人
民
底
、
桿
禦
外
侮
是
他
最
高
的
責
任
。
…
…

崔
賓
奴
は
こ
の
言
葉
と
先

の
仁
貴
の
話
と
を
考
え
あ
わ
せ
て
は

っ
と
悟
り
、

。

。

。

。

o

o

。

。

。

。

。

。

(
60

)

這
是
有
用
的
身
手
。
不
錯
、
慮
當
倣
有
用
的
事
。

と
從
軍
を
決
意
す
る
。
柳
迎
春
は
重
ね
て

(
61
)

像
底
身
膣
根
強
健
、
像
底
國
家
需
要
像
。

と
働
ま
す
。
か
く
し
て
、
醇
仁
貴
が
、
柳
迎
春
を
賢
明
な
る
女
國
士
だ
と
た
た
え
、

一
人

一
人
の
女
性
が
皆

こ
の
よ
う
な
ら
天

下
は
太
平
だ
と
述
べ
幕
と
な
る
。

以
上
、
少
し
細
か
く
二
作
の
プ

ロ
ッ
ト
を
見
た
が

「
醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
と

「女
國
士
」
を
比
べ
る
と
、
前
者
に
と

っ
て
襖
子
の
仁

貴

投
軍
の
経
緯
は
全
膿
の
前
置
き
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
る
に
、

「
女
國
士
」
は

「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」

の
懊
子
の
み
を
受
け
縫
ぎ
撞
大

し
て
話
劇
仕
立
と
し
て
い
る
。
こ
の
懊
子
の
投
軍
の
経
緯
に

『新
唐
書
』
の
記
述
を
加
味
し
、
健
在
で
あ

っ
た
父
醇
大
伯
の
突
然
の
死

82



に
よ
っ
て
、
仁
貴
の
た
め
ら
い
と
、
母
の
投
軍
容
認
か
ら
反
封

へ
の
態
度
攣
化
を
ひ
き
だ
す
。

一
方
で
、
父
の
死
を
お
し
て
、
な
お
投

軍
す
る
よ
う
仁
貴
に
説
く
柳
迎
春
の
理
性
と
意
志
性
を
う
き
た
た
せ
る
形
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
話
は
崔
賓
奴

の
動
き
に
つ
れ
て

會
話
の
主
腱
が
攣
わ

っ
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
進
行
す
る
。
プ

ロ
ッ
ト
の
上
か
ら
言
え
ば
崔
寳
奴

の
創
作
は
舞
毫
上

で
の
話
の
進
行
を

促
す
契
機
を
作
り
出
す
の
が

一
つ
の
役
割
で
あ
ろ
う
。

⇔
人
物
形
象
に
つ
い
て

さ
て
プ

ロ
ッ
ト
を
支
え
る
人
物

の
形
象
は
ど
う
な

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
の
醇
仁
貴
は
、

(
62
)

悠
弦
児
學
成
十
八
般
武
藝
満
腹
兵
書
、
悠
弦
兜
一
心
要
投
義
軍
去
…
…
但
博
得

一
官
半
職
回
來
改
換
家
門
也
與
父
母
添
些
光
彩

(
63
)

不
然
只
守
着
這
茅
管
草
舎
倣
個
庄
家
豊
不
柾
了
一
身
本
事
…
…
悠
骸
児
此
去
定
要
赤
心
報
國
展
土
開
彊
博
個
封
侯
拝
將
而
回

慈

う

と
、
武
藝
百
般
に
通
じ
た
身
を
誇
り
に
思
い
、

投
軍
し
職
功
を
立
て
官
を
得
て
家
門
を
改

め
,よ
う
、

名
を
あ
げ
よ
う
と
は
や

っ
て
い

る
Q

一
方

「女
國
士
」
の
醇
仁
貴

は
、
先
に
見
た
プ

ロ
ッ
ト
O
で
、
父
の
死
の
爲
從
軍
を
た
め
ら
い
な
が
ら
も
柳
迎
春

の
説
得
で
心
を

決

め
、
プ

ロ
ッ
ト
。
」で
は
、
母
の
反
封
に
封
し
道
理
を
も

っ
て
從
軍
の
意
義
を
説
く
。
こ
の
醇
仁
貴
は
功
名
を
得
る
爲
に
は
や
る
者
で

は
な
く
、
残
さ
れ
る
家
族
を
氣
つ
か
い
な
が
ら
、
地
に
生
き
る
者
と
し
て
、
み
ず
か
ら
の
地
を
守
る
爲
、
人
任
せ
に
せ
ず
み
ず
か
ら
起

ち
上
が
る
人
間
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
地
に
生
き
る
者
と
し
て
の
醇
仁
貴
は
、
『
新
唐
書
』

の
醇
仁
貴
傳
に
あ

る

〈
以
田
爲
業
〉

(
65
)

の
記
述
、
及
び
、
「
醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
の
醇
大
伯
の
言

〈
俺
本
是
庄
農
人
家
〉
を
受
け
縫
い
だ
と
思
わ
れ
る
。

「女
國
士
」
論

(
松
岡
)
・
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柳
迎
春
は
ど
う
だ
ろ
う
。

「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
の
柳
氏
は
仁
貴
の
投
軍
に
同
意
し
て
迭
り
出
す
。
だ
が
そ
の
同
意
は
あ
く
ま
で

(
66
)

爲
功
名
只
得
離
分

と
被
動
的

・
受
動
的
で
あ
る
。
加
え
て
彼
女
は
夫
婦
の
恩
愛
と
別
離
の
悲
し
み
の
感
情
に
沈
ん
で
い
る
。
し
か
る
に

「女
國
士
」
の
柳

迎
春
は
、

プ

ロ
ッ
ト
e
で
、

仁
貴

の
大
き
な
志
と
武
藝
の
技
量
を
信
じ
、

父
母
の
意
に
反
し
、

自
か
ら
の
意
見
を

は
っ
き
り
と
述
べ

る
。
プ

ロ
ッ
ト
◎
で
は
從
軍
を
た
め
ら
う
仁
貴
に
、

(
67
)

一
個
家
庭
没
有
男
子
却
還
可
以
過
得
去
。
…
…
悠
當
奴
是
什
塵
様
底
女
人
、
事
事
都
要
依
頼
男
子
?
.

と
言
い
、
志
を
曲
げ
ず
從
軍
す
る
よ
う
働
ま
し
、
理
の
立

っ
た
話
を
し
て
從
軍
の
決
意
を
固
め
さ
せ
る
。
プ

ロ
ッ
ト
⑳

で
、

崔
寳
奴

に
、
人
間
に
備
わ
る
有
用
性
を
自
畳
さ
せ
、
行
動
次
第
で
有
用
な
人
間
と
な
る
こ
と
を
説
く
。
こ
の
柳
迎
春
は
あ
く

ま
で
主
動
的

・
意

志
的
で
、
か
つ
感
情
に
流
さ
れ
ず
理
智
的
で
あ
る
O
仁
貴
の
立
志
と
そ
の
實
行
を
促
す
べ
く
、
人
に
依
頼
せ
ず
自
身

の
生
活
の
自
立
を

語

る
あ
る
理
想
の
女
性
像
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」

の
柳
氏
の
受
動
性
か
ら

「
女
國
士
」
の
柳
迎
春
の
主
動

性

へ
と
明
ら
か
に
突
出
し
た
人
物
形
象
に
攣
え
ら
れ
て
い
る
。

許
地
山
の
創
作
の
手
に
な
る
崔
費
奴
は
ど
う
だ
ろ
う
。
プ

ロ
ッ
ト
○
㊤

の
冒
頭
に
あ
る
如
く
、
彼
は
機
を
見
て
利

に
走
る
小
倫

(
こ

そ
泥
)
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
プ

ロ
ッ
ト
。
」⑳
の
冒
頭
の
如
く
、
形
勢
次
第
で
膝
を
屈
す
る
こ
と
も
、
隙
を
見
て
逃
げ
る

こ
と
も
い
と
わ
な
い
。
こ
れ
は

一
つ
に
は
、
當
時

一
九
三
八
年
の
イ
ギ
リ
ス
占
領
下
の
香
港
に
あ

っ
て
、抗
日
戦
孚
の
高
潮
を
耳
に
し
な

が

ら
も
、
日
本
に
よ
る
被
占
領
の
危
機
を
目
前
に
し
て
、
利
に
よ
っ
て
、
又
形
勢
に
よ
っ
て
、
ど
の
勢
力
に
で
も
つ
く
奴
隷
的
人
間
を

(
68
)

反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
か
つ
て
毫
湾
割
譲
に
際
し
、
毫
溝
を
去

っ
た
許
地
山
の

一
家
が
目
撃
し
た
如
く
、
辛
亥
革
命
に

84



(
96

)

際

し
父
南
英
が
経
瞼
し
た
如
く
、

更
に
中
國
東
北
地
方
の
占
領
に
際
し
北
京
で
見
聞
し
た
如
く

に
。

ま
た

一
つ
に
は

「
霧
小
者
」
と

(
07

)

「霧
大
者
」
の
比
喩
と
し
て
、
「
霧
大
者
」
を
こ
そ
撃
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
伏
線
と
も

な

っ
て
お
り
、

仁

貴
が
投
軍
を
母
に
説
得
す
る
く
だ
り
を
、
観
客
を
含
め
て
、
よ
り
強
く
納
得
さ
せ
る
設
定
と
み
な
せ
よ
う
。
そ
の
上
で
、
許
地
山
は
、

柳
迎
春
に
よ
る
こ
の

〈
小
楡
崔
寳
奴
〉
の
目
畳
め

・
改
心
を
特
に
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
小
楡

の
目
畳
め
こ
そ
、
柳
迎
春
の

突
出

・
醇
仁
貴
の
形
象
攣
化
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
作
品

「
女
國
士
」
を
解
く
鍵
で
あ
ろ
う
。

許
地
山
は

「
女
國
士
」
の

「後
記
」
に
登
場
人
物
を
元
曲

「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
か
ら
取
出
し
た
と
言
い
な
が
ら
、
以
上
一
ニ
⇔
に

見

た
よ
う
に
、
人
物
設
定
を
絞
り
込
み
、
プ

ロ
ッ
ト
を
大
幅
に
削
り
、

人
物
形
象
も
か
な
り
攣
え
て
い
る
。
「
醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
か

ら

「
女
國
士
」

へ
の
醇
仁
貴
像
の
攣
化
、
柳
迎
春
の
突
出
と
理
想
化
、
及
び
小
楡
崔
賓
奴
の
創
作
形
象
と
そ
の
目
毘

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
物
形
象
の
背
後
に
は
、
許
地
山
濁
自
の
主
張
と
膿
験
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
が
見
て
と
れ
よ
う
。

四

許
地
山
の
創
作
作
品
に
お
け
る
人
物
形
象
、
及
び
雑
感
文
に
見
る
主
張

こ
こ
で
前
章
に
述
べ
た
人
物
形
象

の
背
後
に
あ
る
許
地
山
の
主
張
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
彼
の
他
の
創
作
作
品
に
示
さ
れ
る
人

物
形
象
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
か
、
又

「女
國
士
」
執
筆
前
後
の
彼
の
人
間
観

・
文
學
観
を
見
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

許
地
山
の
二
十
年
余
り
に
わ
た
る
作
家
活
動
に
お
い
て
、
創
作
小
説

・
戯
曲

・
童
話
に
限
る
と
、
次
の
表
の
三
十
二
作
が
あ
げ
ら
れ

る
。
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1豆

⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

作
品

(獲
表
年
月
)

命
命
鳥

(
一
九
二

一
、

一
)

商
人
婦

二

九
二

一
、
四
)

換
…巣
鶯
鳳

(
一
九
二

一
、
五
)

黄
昏
後

(
一
九
二

一
、
七
)

綴
網
螢
蛛

(
一
九
二
二
、
三
)

無
法
投
遊
之
郵
件

(
一
九
二
三
、
四
)

海
世
間

(
}
九
二
三
、
十

一
)

海
角
底
孤
星

(
一
九
二
三
、
十

一
)

醒
醐
天
女

(
一
九
二
三
、
十

一
)

枯
楊
生
花

(
一
九
二
四
、
三
)

慕

(
一
九
二
二
、
三
)

讃

『芝
蘭
與
茉
莉
』
因
而

想
及
我
底
租
母

(
一
九
二
四
、
五
)

在
費
総
理
底
客
聴
裏

(
一
九
二
八
、
十

一
)

三
博
士

(
一
九
三
二
※
)

女
性
主
人
公
、
そ
の
他
の
女
性

O

敏
明

O

惜
官

。

和
鶯

。

承
歓

承
催

〈
關
山
恒
媚
>

0

尚
潔

史
夫
人

。

母
O

雲
姑

O

租
母

〈
新
婚
底
妻
子
〉

〈嬉
婦
〉

呉
素
署
女
士

大
姑

芙
蓉

何
小
姐

史長 關 租
先孫 懐 鳳
生可
望

林我加 男
蔭 陵 性
喬 登

場
人
物

△

一
個
朋
友

△

父
△

日
輝

(金
思
敬
)

△

陳
先
生

△
 租
父

△費
総
理

魏
先
生

老
頭
子
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皿

㊧ ⑱ ⑳ ⑳ ㊧ ⑳ ㊧ ㊧ ⑳ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮

街
頭
巷
尾
之
倫
理

(※
)

法
眼

(
一
九
三

一
※
)

蹄
途

二

九
三

一
※
)

解
放
者

(※
)

無
憂
花

(
一
九
三
二
※
)

東
野
先
生

(
一
九
三
二
※
)

狐
仙

(
一
九
二
六
、
九
)

女
見
心

(
一
九
三
三
、
十
～
十

一
)

人
非
人

(
一
九
三
四
、

一
)

春
桃

(
一
九
三
四
、
七
)

女
國
士

(
一
九
三
八
、
十

一
)

玉
官

(
一
九
三
九
、
二
～
五
)

無
法
投
遜
之
郵
件

(
一
九
四
〇
、

一
)

凶
手

(
一
九
四
〇
、
四
)

危
集
墜
簡

(
一
九
四

一
※
)

「
女
國
士
」
論

(
松
岡
)

。

王
綬
底
妻
子

女
人

(母
)
〈青
年
婦
女
〉

。

陳
邦
秀

X

黄
家
蘭

(加
多
伶
)

陳
志
能

O

安
恵

。

麟
祉

O

陳
情

O

春
桃

。

柳
迎
春

O

玉
官

樂
其
生

樂
我
生

宣
姑

妹妹妹

 

杏
官

〈雅
言
〉

.黄
安
呪

(
娘
)

O

楊
氏

王
婆
、
梅
香

王
綬

陳建糞崔醇李向 胡
廉徳掃賓仁茂高 可

(奴 貴 爲
李
慕
寧
)

父言張
理玄

東 朴邸 紹
野 君先 慈
先 生
生

△

孫孫
榮華
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⑳

鐵
魚
底
鯉

二

九
四

一
、
二
)

⑳

螢
燈

(
一
九
四

一
、
六
～
七
)

⑫

桃
金
嬢

(
一
九
四

一
、
七
～
八
)

O

玉
華

金
嬢

。

児
嬉
婦

銀
姑

姑
母

雷
先
生

△

難

生
、

△

衆
人

注

1

"
創

作
集

『
綴
綱
螢
蛛

』
(
上
海
商
務
、

一
九

二
五
、

一
)
所
歳
分
。

皿

鱒
創

作
集

『
解
放

者
』
(
北
京
星
雲

堂
、

一
九

二
三
、

四
)
所
牧
分
。

Ⅲ

"
『
危
集
墜
簡

』
(
一
九

四
七
、
四
、
初
版
-
香
港

兆
利

、

一
九

七
七
、

六
、
重
印

)
所
牧
分

(
『
解
放
者
』
と

の
重
複
分
を
省
く
)
及
び

集
外
作
品
。

恥

※
原
載
誌
不
明
。
○

×
△
同
系
列

の
人

で
あ
る

こ
と
を
示
す

。
〈

〉
死
亡
。
1

該
當

者
な

し
。
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三
十
二
作
中
、
五
作
は
特
定
の
主
人
公
は
登
場
し
な
い
。
残
り
二
十
七
作
中
、
二
十
二
作
は
女
性
が
主
人
公
で
あ
る
。
副
主
人
公
を

含

め
て
女
性
が
作
品
全
膿
を
規
定
す
る
役
割
を
與
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
二
十
六
作
に
の
ぼ
る
。
表
中
の
○
印
と

×
印
は
、
同
系
列

の
女
性
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
○
印
の
女
性
は
、
①
苦
難
と
の
遭
遇
②
苦
難
克
服

へ
の
努
力
奮
圖
③
苦
難
に
抗
し
て
自

立
性

.
主
燈
性

を
も

つ
、
と
い
う
共
通
項
を
も

っ
て
い
る
。
個
々
の
女
性
に
は
も
う
少
し
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
こ
れ
ら
で
概
括
さ

れ
る
。
×
印
の
女
性
は
、
①
富
裕
②
自
己
中
心
的
③
男
性
を
從
わ
せ
る
活
力

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も

つ
こ
と
で
概
括
さ
れ
る
。
又
、
こ
れ

ら

の
作
品
中
、
二
十
二
作
に
愛
も
し
く
は
敬
意
故
に
女
性
を
奪
重
し
女
性
に
從
う
男
性
の
形
象
が
描
か
れ
て
い
る
。
表
中
の
△
印
を
つ

け

た
男
性
が
こ
れ
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
う
ち
十
七
作
の
男
性
は
、
何
ら
か
の
形
で
女
性
の
感
化
を
受
け
て
目
畳
め
攣
化
し
、
女
性
に



從
う
男
性
な
の
で
あ
る
。
許
地
山
の
創
作
傾
向
と
し
て
、
あ
る
理
想
像
に
近
い
女
性
像
を
提
示
し
、
あ
わ
せ
て
そ

の
女
性
の
生
き
方
に

よ
る
導
き
、
或
い
は
そ
の
女
性

へ
の
愛
に
よ

っ
て
目
畳
め
る
男
性
像
を
提
示
す
る
作
品
が
多

い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

こ
の
苦
難
に
抗
し
自
立
す
る
理
想
の
女
性
像
の
提
示
に
つ
い
て
は
、
許
地
山
の
女
性
観
が
大
き
く
作
品
を
規
定
し
て
い
る

で
あ

ろ

う
。
こ
こ
で
は
指
摘
に
と
ど
め
彼
の
女
性
観
に
は
ふ
み
こ
ま
な
い
が
、
彼
の
生
涯
事
項

の
う
ち
以
下
の
事
柄
が
彼

の
作
品
中
の
女
性
像

(
71

)

に
影
響
を
與
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
禮
教
を
輕
ん
じ
た
爲
婚
家
を
追
わ
れ
實
家
に
か
え
さ
れ
た
租
母
の
愛
情
悲
劇
、
八
人
の
子
供

(
72

)

を
抱
え
な
が
ら
夫
南
英
の
孤
高
と
も
い
え
る
行
動
を
終
始
支
え
績
け
た
か
な
り
氣
文
で
あ

っ
た
ら
し
い
母
の
存
在
、
兄
弟
姉
妹
の
う
ち

(
73
)

と
り
わ
け
仲
の
良
か
っ
た
姉
及
び
妹
の
父
に
よ
る
包
緋
婚
と
婚
後
の
早
逝
、
許
地
山
自
身

の
最
初
の
妻
林
月
森
の
女
兜
を
残
し
て
の
早

(
47

)

逝
、
と
い

っ
た
事
柄
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
身
近
な
女
性
達
の
生
き
方
と
死
は
、
逆
に
許
地
山
に
、
ど
の
よ
う
な
苦
難
の
中
で
も
流
さ
れ

諦

め
嘆
く
こ
「と
な
く
、
自
主
の
見
を
も
ち
み
ず
か
ら
を
律
し
主
燈
的
に
生
き
て
ゆ
く
あ
る
べ
き
女
性
の
理
想
の
姿
を
育
く
ん
だ
と
思
わ

れ

る
。

と
こ
ろ
で
、
「
女
國
士
」
の
柳
迎
春
も
、
先
に
あ
げ
た
○
印
の
女
性
の
系
列
に
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
又
、
父

の
死
を
お
し

て
投

軍
を
決
意
す
る
醇
仁
貴
も
目
毘
め
る
崔
賓
奴
も
、
女
性
に
感
化
さ
れ
る
△
印
の
男
性
の

一
人
に
敷
え
ら
れ
る
。
二
章
に
あ
げ
た

『
新
唐

書
』
の

〈柳
氏
渤
夫
投
軍
〉
の
記
述
は
許
地
山
が

「
女
國
士
」
を
執
筆
す
る
直
接
の
契
機
で
あ

っ
た
が
、
柳
迎
春
も
醇
仁
貴
も
、
そ
れ

だ
け
に
依

っ
た
人
物
形
象
で
は
な
い
こ
と
が
こ
こ
で
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
に
あ
る
理
想
像
と
そ
の
他
者

へ
の
感
化
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
許
地
山
の
意
圖
は

一
膿
何
だ

っ
た
の
で
あ
ろ

う

か
。

「女
國
士
」
論

(松
岡
)
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「
女
國
士
」
執
筆
前
後
に
、
許
地
山
は
、
時
局
を
め
ぐ
る
多
量
の
雑
感
文
を
新
聞
や
雑
誌
に
叢
表
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
彼
の
人
間

観

・
文
學
観
が
示
さ
れ
る
も
の
と
し
て
以
下
の
著
作
に
注
目
し
た
い
。

(
57

)

「英
雄
造
時
勢
與
時
勢
造
英
雄
」
(
一
九
三
八
、
三
)
に
お
け
る
彼
の
主
張
は
こ
う
で
あ
る
。

時
勢
に
迫
ら
れ
て
起

ち
上
が
り
結
果
と

し

て
た
ま
た
ま
英
雄
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
者
は
、
時
勢
が
攣
わ
れ
ば
そ
の
時
勢
に
從

っ
て
攣
質
堕
落
す
る
と
指
摘
し
た
上
で
、

眞

の
英
雄
の
概
念
に
燭
れ
て
言
う
。
人
間
が
自
己
を
制
御
し
護
展
さ
せ
る
こ
と

(
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
)
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
眞

の
平
等
が
實
現
し
た
社
會
に
お
い
て
は
、

一
人

一
人
の
人
間
が
自
衛
力
を
持
ち
、
人
々
の
爲
に
自
己
を
犠
牲
に
し
う

る
よ
う
に
な
る
。

そ

の
時
、

一
人

一
人
が
時
勢
を
造
り
左
右
す
る
真
の
英
雄
と
な
る
と
述
べ
、

一
人

一
人
が
そ
の
よ
う
な
眞
の
人
間

・
眞
の
英
雄
と
な
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

(
67
)

「
『硬
漢
』
序
」
(
一
九
三
八
、
十
二
)
に
お
い
て
は
、
人
間
性
が
歴
迫
さ
れ
て
い
る
状
態
の
下
で
、
人
間
が
ど
の
よ
う
に
も
が
き
歴
迫

を
克
服
し
て
い
く
か
を
描
き
、
讃
者
に
眞
の
人
間
性
を
培
わ
せ
る
も
の
こ
そ
〈
養
性
文
學
〉
で
あ
り
、
そ

の
〈
養
性
文
學
〉
が
今
必
要

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

(
77
)

「
七
七
感
言
」
(
一
九
三
九
、
七
)
で
は
、
自
救

・
自
存

・
自
決
し
う
る
人
間
、
正
義
と
人
道
の
實
現
に
努
め
る
人
間
と
な
る
よ
う
青

年
を
助
け
導
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
述
ぺ
て
い
る
。

(
78
)

「國
慶
日
所
立
底
願
望
」
(
一
九
三
九
、
十
)
で
は
、

人
間
は
知
識
に
加
え
て
文
藝
の
陶
冶
が
あ

っ
て
初
め
て
眞
の
性
情
を
有
す
る
人

間
と
な
り
う
る
の
だ
と
い
う
文
藝
観
を
述
ぺ
、
民
族
の
眞
の
性
情
を
培
う
交
學
を
供
給
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

(
四

)

そ
し
て

「今
天
」
(
一
九
四
〇
、
七
)
に
お
い
て
、

文
學
者
の
任
務
は
民
族
の
意
志
力
を
強
め
知
識
と
理
想
の
培
養

を
行
う
こ
と
で
あ
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る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
我

々
自
身
の
抵
抗
と
建
設
は
、
我
々
自
身

の
力
で
行
う
も
の
で
あ
り
、
わ
ず
か
で
も
依
頼
心
が
あ

れ
ば
、
奈
落
の
底
に
落
ち
る
で
あ
ろ
う
と
、
く
り
返
し
個

々
の
人
間
の
自
立
を
説
い
て
い
る
。

「女
國
士
」
の
人
物
形
象
の
背
後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
自
立
し
た
主
膣
と
し
て
人
間
を
把
え
る
人
間
観
、
及
び
そ
の
よ
う
な
自
立
せ

る
眞
の
人
間
と
な
る
よ
う
促
す
の
が
文
學
で
あ
る
と
い
う
濁
自
の
文
學
観
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
許
地
山

は
、
「
女
國
士
」
に

お

い
て
、
自
己
の
考
え
を
も
ち
他
を
感
化
す
る
柳
迎
春
や
、
た
め
ら
い
を
脱
し
人
を
あ
て
に
せ
ず
み
ず
か
ら
自
衛
に
起
ち
上
が
る
醇
仁

貴
に
あ
る
理
想

の
人
間
像
を
描
い
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
小
倫
崔
寳
奴
の
日
畳
め

・
改
心
を
設
定
し
、
た
と
え
小
楡

で
あ

っ
て
も
人
と
し
て
の
償
値
を
も
ち
、
志
を
立
て
自
豊
し
て
起
ち
上
が
れ
ば
、
人
と
し
て
の
尊
嚴
を
も
つ
眞
の
人
間
と
な
り
う
る
は

ず

だ
と
い
う
人
間
観
を
も
表
明
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
'
結
び

一
九
二
七
年
の

『
小
説
月
報
』
十
七
巻
號
外

「中
國
文
學
研
究
」
に
は
元
曲
關
係
の
論
文
が
六
篇
ま
と
め
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
う

ち

一
篇
が
、
本
論

一
章
に
あ
げ
た
許
地
山
の
論
文

「梵
劇
膣
例
及
其
在
漢
劇
上
底
鮎
鮎
滴
滴
」
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
前
年
ま
で
イ
ギ
リ

ス
に
留
學

(
一
九
二
四
、
八
～
一
九
二
六
、
九
)
し
て
お
り
、
こ
の
論
文
は

一
九
二
五
年
十
二
月
に
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學

の
イ

ン
ド

(
80
)

學

院
で
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
元
曲

へ
の
注
目
は
、
鄭
振
鐸
ら
の
俗
文
學
資
料
の
牧
集
の
動
き
と
も
關
連
し

て
い
る
で
あ
ろ
う

が

、
こ
の
論
文
か
ら
、
許
地
山
が
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
の
各
國
の
研
究
者
と
の
交
流
を
通
し
て
、
元
曲
を
イ
ン
ド

・
イ
ラ
ン
と
い
っ

た
中
央
ア
ジ
ア

・
西
南
ア
ジ
ア
に
ま
た
が
る
戯
劇
の
傳
幡
の
中
で
、
世
界
文
學
の
中
に
位
置
づ
け
て
比
較
し
再
評
債
す
べ
き
だ
と
考
え

「
女
國
士
」
論

(松
岡
)
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た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

許
地
仙
は

「女
國
士
後
記
」
で
元
曲
を
前
面
に
あ
げ

『新
唐
書
』
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
超

英

雄
で

は
な
く
、
實
在
の
邊
境
防
衛
に
奮
岡
し
た
歴
史
的
英
雄
を
想
起
さ
せ
、
又
元
曲
自
膣
を
世
界
文
學
の
中
で
再
評
債
す

る
意
圖
を
含
み
つ

つ
先
行
す
る
元
曲

「醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
」
の
作
品
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
、
こ
の
懊
子
の
み
を
撞
大
し
た

一
幕
話
劇

「女
國
士
」
に
内

容
的
ふ
く
ら
み
を
與
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

前
者

の
歴
史
性

・
世
界
性

・
内
容
的
振
が
り
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
「女

國
士
」
の
骨
子
は
、
柳
迎
春
と
い
う
あ
る
理
想
の
女
性
像
及
び
醇
仁
貴

・
崔
寳
奴
と
い
っ
た
人
物
形
象
の
提
示
を
通
し
て
、
許
地
山
自

身

の
意
志
的

・
理
智
的

・
主
髄
的
人
間
観
を
表
明
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
あ
る
理
想
の
女
性
像
及

び
人
間
に
備
わ
る
攣
化
向
上
の
可
能
性
を
示
す
こ
と
に
よ

っ
て
、

観
客

(讃
者
)
に
、

理
想
に
向
け
て
の
一
人

一
人
の
努
力
と
向
上
を

促
し
、
人
に
依
頼
せ
ず
時
勢
の
奴
隷
と
な
ら
ず
自
立
せ
る
人
間
と
な
る
よ
う
、
眞
の
主
膣
と
し
て
の
人
間
と
な
る
よ
う
呼
び
か
け
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
個
々
の
人
間
の
主
腱
と
し
て
の
自
立
を
求
め
る
許
地
山
に
は
、
五
四
文
學
以
來
の
課
題
、
人
間
の
確
立
が

つ
い
に
果
さ

れ

ぬ
近
代
は
、
暗
黒
と
絶
望
の
死
水
に
す
ぎ
ぬ
と
い
う
認
識
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
.

注
(
1
)

「
女
國
士
後
記
」
・
『
香
港
大
公
報
』
文
藝

四
四

一
期

(
一
九
三

八
、
十

一
、
十

六
)
。

(
2
)

「
編
者
按
」
・
『
香
港

大
公
報

』
文
藝

四
三
八
期

(
一
九

三
八
、

十

一
、
十

一
)
。

(
3
)

青
端
甫

「
許
地
山
之
生
平
及
其
著
作
」
・
『
台
湾
文
献

』
十

五
ー

一

(
一
九
六
四
、
三
)
。

醇
緩
之

「
論

許
地
山
」
・
『
除
州
師
範
學
院
學
報
』

一
九
七
八
年
三
期
。

王
文

英

・
朱

立
元

「
略
論
許
地
山
曲

創
作

」
・
『
中
國
現
代
文
學
研
究
叢

刊
』
三
期

(
一
九

八
〇
)
。
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宋
盆
喬

「
"
落
花
生
主
義

"
與
許
地
山
的

后
期

創
作
」
・
『
文
學

評
論
叢

到

』
三
十
三
期

(
一
九
八
五
、

二
)
。

(
4
)

注

(
-
)
に
同
じ
。

醇
仁
貴
底
名
字
全
國
都
知
道
。
關
於
他
底
事
跡
底
戯
劇
根
多
、
現
存
最

古
的
劇
本
也
許
是
在
元
曲
裏
底
醇
仁
貴
榮
蹄
故
里
雑
劇

。

本

劇

底

人

物
、
除
寳
奴
以
外
、
都
是
從
這
劇
本
取
出
底
。
近
代
許
多
戯
劇

、
所
演

出
底
醇
仁
貴
都
是
根
擦
説
唐
後
傳

、
征
西
演
義

、
醇
家

將
平
西
諸
傳

、

等
書
底
故
事
。
但
醇
仁
貴
底
從

軍
是
由
於
他
底
妻
柳

氏
底
勧
勉

、
從
前

的
作
家
都

勿
略

了
這

一
黙

。
唐
書

(
巻

一
百
十

一
)
本
傳

載

:

「
…
-
…
・

…
」
柳
氏
在
唐
書
裏

没
有

名
字

、
通
俗
稔
地
爲

迎
春

、
不
知
所
本
。
仁

貴
小
名
駆
寄

、
錐

不
見
於
唐
書

、
在

元
曲
裏

却
是

用
這
名
字
。
今
京
劇

扮
河
湾
作
醇

禮
、
「
禮
」
也

是

「
騙
」
底
攣

晋
。
本
劇
注

重
在
柳

氏
勧
夫

投

軍
、
其
官
脚

色
不
過
是

陪
襯

而
己
。

…
…
…

(
口
は
原
文
欠
字

、
「
選
集
」

に
依

っ
て
補

っ
た
。
)

ユ110五98765
))、)))))

『
戯

劇
』
二
i

三

(
一
九

二
三
、
三
)
。

『
小
説

月
報

』
十

六
一

七

(
一
九
二
五
、
七
)
。

『
小
説

月
報

』
十

七
巻

號
外

(
一
九

二
七
、
六
)
。

『
戯
劇
與
文
藝

』

一
1

二

(
一
九

二
九
)
未
見
。

『
天
津

大
公
報
』
藝

術
周
到
三

十

四
～
四

十

四
、

五
～
八
)
。

『
小
説

月
報

』
十
七
ー
九

(
一
九

二
六
、
九
)
。

『
宇
宙
風
』
百
期
紀
念
號

(
一
九

四
〇
、
十
)
。

「
女
國
士
」
論

(
松
岡
)

(
一
九
三

(
12
)

原
載
誌
不
明
。
周
侯
松

「
許
地
山
年
表

」
(
『
中
國
現
代
作
家

選

集
許
地
山
』

三
聯
書
店
、

一
九

八
二
、
四
)
に
依

る
。
未
見

。

(
13
)

○
ユ
o
鐸
巴

O
o
=
。
。
二
。
P

ζ
。
づ
艮
。
ω
ご
げ
「9
蔓

の

「
練
督

部
立

圖
書
館
圖
書
目
録
中
文
部
第
九
部
分
、
許
地
山
教
授
寄
存
中
文
新
奮
版

書
籍
目
録
」

に
依

る
と
、
許
地
山
所
藏

の

『
元
曲
選
』

は
、
民
國

七
年

涌
券
櫻
影
印
本

で
あ
る
。
他

に

『
曲
苑
』
(
民
國
十
年
錯
印
)
、
『
曲
譜
』

(
民
國

八
年
掃
葉
山
房
影
印

)
を
所
藏

。

(
14
)

『
蕾
唐
書
』
巻

八
十
三
列
傳
三
十
三
。

『
新
唐
書
』

巻
九
十

二

列
傳

十
七
。

か

つ
て
忽
峰
賊
と

呼
ば
れ
た
盗
賊

で
あ

っ
た
が
高
租

に
蹄

順
し
戦
功
を
立
て
將
軍
と
な

っ
た
。

(
15
)

『
奮
唐
書

』
巻

八
十
三
列
傳

三
十
三
。

『
新
唐
書
』

巻
百

十

一

列
傳
三
十

六
。

"
待
封
嘗
爲
都
城
鎭
守
、

恥
在
仁
貴
之
下
、

多
違
節
度
"
(
中
華
書
局

排
印
本

『
奮
唐
書

』
二
七
八
二
頁

)

2322
))

((((((
212019181716
))))))

中
華
書

局
排
印

本
、
四

一
三
九
頁
。

『
古
本
戯
曲
叢
列

四
集

』
影
印

。

永
樂

三
～

六

(
一
四
〇

五
～
〇

八
)
。

成

化
元
～
二
三

(
一
四
六
五
～
八
七
)
。

『
古
本
戯
曲
叢

刊
四
集
』
影
印
。

同
前
。

萬
暦
四
三
～
四
四

(
一
六

一
五
～

一
六
)
。

『
古
本
戯
曲
叢
列
初
集
』
影
印
。
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中
國
文
學
論
集

第
十

七
號

(
24
)

同
前

。
明

初
戯
文

。

(
25
)

『
古
典
戯
曲
存
目
彙
考
』
(
荘

一
梯
編
著
、
上
海
古
籍
出
版
杜

、

一
九
八
ニ
ハ
十
二
増
訂
版
)

に
依
る
。

(
26
)

同
前
。

(
27
)

『
元
明
北
雑
劇
総

目
考
略

』
パ
趙
景

深
主
編

・
郡
曾
祓
編
著

、

中
州

古
籍

出
版
社
、

一
九
八
五
、
六
)

の
關
連

項
目

の
記
述

に
依
る
。

(
28
)

観
文
書

屋
刊
本

『
重
刻
繍
像
説
唐
演
義

後
傳

』
五
十
五
同
。
乾

隆
四
十

八
年
刊
。

(
29
)

『
増
補
中

國
通
俗
小
説
書

目
』
(
大
塚
秀
高
編
著
、
汲
古
書

院
、

一
九
八
七
、
五
)

に
依
る
。
未
見
。

(
30
)

同
前
。
大
塚
秀
高
先
生

の
御
教
示

に
依
れ
ば
、
大
連
本
が

「
混

唐
後
傳
」
(
一
九
八

二
、
四
、

春
風
文
藝
出
版
社

)

と

し
て
出
版
さ
れ

て
い
る
。

(
31
)

十
巻
八
十
八
同

(
賓
文
堂
書
店

、

一
九

八
七
、

八
)
。

(
32
)
～

(
46
)

『
京
劇
劇
目
初
探
』

(陶

君
起
編
著
、

中
國
戯
劇
出
版

社
、

一
九
六
三
、
一『

初
版
/

一
九
八
〇
、

八
、
増
補
重
印
)
に
依
る
。

(
47
)

文

學
叢
刊

『
分
』
(
文
化
生
活

出
版

社
、
一
九
三
五
、
十
二
)
所
牧
。

(
48
)

こ
の
作
品

に
は
、
史
實

に
は
な

い
が

、戦
功

に
よ

っ
て
仁
貴

に
元

師

の
娘
を
賜
わ
る
設
定
が
付
加
さ
れ
、

6
に
も
う
け

つ
が
れ

て
い
る
。

`
〔

(
49
)

『
永

樂
大
典
』
に

つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ

ス
留

學
中
大
英
博

物
館

で
目
を
通
し
た
可
能
性
が
あ
り
う
る
。

『
脈
望
館
紗

校
本
古
今
雑

劇
』

に

つ
い
て
は
、
鄭
振
鐸

が
教

育
部
の
爲

に
購
入
し
た
の
が

一
九
三
八
年

五
月

の
こ
と

で
あ
る
。
鄭

は
購
入

に
先
立
ち
、

こ
の
書

の
所
在
を
知

っ

た
時
鮎

で
、
當
時
香
港

に
い
た
北
平
圖
書
館
長
衰
守

和

に
電
報
を
打
ち

購

入
の
件
を
打
診
し

て
い
る
。
北
京

で
の
學
生
時
代

か
ら
親
し
く
共

に

文

學
研
究
會

で
活
躍

し
て
い
た
香
港

の
許
地
山

に
も

こ
の
消
息

は
傳
わ

っ
た
と
考
え
ら
れ
う

る
。
『
鄭
振
鐸
年
譜
』
(
書
目
文
献
出
版
社
、

一
九

八
八
、
三
)
参
照
。

(
50
)

但

し
17
の
み
は
12
で
の
仁
貴
と
柳
氏

の
出
會

い
と
別
離

の
経
緯

を
主
題
と
し
て

い
る
。

(
51
)

離
贔
舘
校
定

『
元
人
百
種
曲
』
博
古
堂
藏
板
、
酒
券
縷
影
印
、

商
務
印

書
館
獲

行
、
三
葉

9

(
52
)

同
前
。

(
53
)

『
香
港

大
公
報
』

文
藝

四
三
九
期

(
一
九
三
八
、

十

一
、

十

三
)
第

四
段
。

(
54
)

同
前
、
第

五
段
。

(
55
)

同
前
。

(
56
)

注

(
51
)
に
同
じ
。

二
葉
。
『
孝
経
』
巻
第
二

、

開
宗
明
義
章

一
、
"
立
身
行
道
揚
名
於
後

世
以
顯

父
孝
之
終

也
£

(
57
)

『
香
港

大
公
報

』

文
藝

四
四
〇
期

(
一
九

三
八
、

十

一
、

十

五
)
第

四
段
。

(
58
)

同
前
、
第

五
段
。

(
59
)

『
香
港
大
公
報
』

文
藝

四
四

一
期

(
一
九
三

八
、

十

一
、

十

六
)
第

五
段
。
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同
前

。

同
前

。

注

に

(
51
)
同
じ
。

二
葉
。

同
前
。

同
前
、

三
葉

。

な
お

二
章

に
あ

げ
た
關
連
作

12
の
醇
仁
貴

は
、
裕
福

な
典
庫
を

〔

螢
む
父
母

の
下

に
生
ま
れ

て
い
る
。

(
66
)

注

(
51
)
に
同
じ
。
三
葉
。

へ
67
)

注

(
53
)
に
同
じ
。

四
～
五
段
。

(
68
)

『
我
底
童
年

』
(
香
港

進
歩
教
育
出
版
社

、
一
九
四
八
、
十
、
再

版
)
。

(
69
)

『
窺
園

先
生
詩
傳

」
・
『窺

園
留
草
』
(
一
九
三
三
、
六
、
私
家

版

/

『
台
湾
文
献
叢
刊
』

一
四
七
種
、

一
九
六
二
、
九
、
)
所

牧
。

(
70
)

許
地
山

「
法
眼

」
(
一
九
三

一
)
参

照
。

『
解
放

者
』

(
北
平
星

雲

堂
書
店

、

一
九
三
三
、
四
)
所

牧
。

『
荘
子
』
、
十
、
肱
簾

"
彼
霧
鉤
者
諌
、
霧
國
者
爲
諸
候
"
。

(
71
)

「
讃

"
芝
蘭
與
茉
莉
"
因
而
想
及
我
底
租
母
」

・
『
小
説
月
報
』

十
五
ー

五
、
(
一
九
二
四
、
五
)

(
72
)

注

(
68
)
に
同

じ
。

」

(
73
)

注

(
68
)

に
同
じ
。

「
窺
園
先
生
自
定

年
譜

」
(注

(
69
)
同
書

に
所
牧

)

(
74
)

洗
耳

「
地
山
死
了
!
-

一
個
老
友

口
中
的
許
地
山
先
生
i

」

.
『
中
國
文
藝
』

二
五
期
、
五
ー

一

(
一
九

四

一
、
九
)
。

王
絞

我

「
關
於
許
地

山
先
生
底
幾
件

小
事
」
・
『
追
悼
許
地
山
先
生
紀
念

特
刊
』
(
一
九
四

一
、
九
)
。

鄭
振
鐸

「
悼
許
地
山
先
生
」
・
『
文

藝
復

興
』

一
=
六
(
一
九
四
六
、
七
)
。

(
75
)

『
大
風
旬
刊
』

三
期

(
一
九
三
八
、

三
)
。

(
76
)

大
華
烈
士
課

『
硬
漢
』
(
一
九
三

八
、
十

二
)

へ
の
序
。
『
雑
感

集

』
(上
海
商
務
印
書
館
、

一
九

四
六
、

十

一
)
所
牧
叩

(
77
)

『
香
港
大
公
報
』

一
九
三
九
、

七
、

七
。

(
78
)

同
前

、

一
九
三
九
、
十
、
九
。

(
79
)

同
前
、

一
九

四
〇
、

七
、

七
。

(
80
)

こ
の
頃
、

鄭
振
鐸
は
、

「
中
國
小
説
提
要
」
を

『
時
事
新
報

・

監
賞
周
刊
』
(
一
九

二
五
、
五
、

十

一
創
刊
)

の
二
期

か
ら
連
載
し
て

お
り
、
十
期

(
一
九

二
五
、
八
、
十
)
に
は

「
説
唐
後
傳

」
「
説
唐
征
西

伝
」
を
載
せ
て
い
る
。
又
、
彼

が
元
曲
資

料

の
牧
集
に
努
め
た

こ
と
は

注

(
49
)

に
言
及
し
た
通
り

で
あ
る
。

な
お
参
考

の
爲

、
二
章

に
あ
げ

た
關
連
作

品
の
人
物
封

照
表

を
掲
げ

る
。

「
ω
元
刊
本

甲
氷
樂
大
典

一

薔

的
新
刊
全
相

脈
望
館

摩
利
支

(人物)

厨
脈
器

婦

正
末

奨

伯

「

老
旦

× ×

× 〉く

老
李
見

醇
大
伯

下

児

婆
婆
王
氏

一⑥
元
鍵

爾

女
國
士

醇
大
伯

婆
婆
李
氏

正
末

醇
大
伯

ト
見

婆
婆
李
氏

醇
大
伯
↓
×

李
婆
婆
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」
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中
國
文
學
論
集

第
十
七
號

外
末

醇
仁
貴

外
浄

張
士
貴

正
末

杜
如
晦

正
末

板
禾

伴
寄
兜

莫
離
使

郷
國
公

英
國
公

胡
國
公

醇
仁
貴

柳
氏

張
士
貴

劉
君
昂

葛
蘇
文

太
宗

昌
黒
飛

蘇
萬
徹

房
玄
齢

杜
如
晦

敬
徳

李
世
勧

醇
延
陀

秦
叔
費

泰
懐
玉

程
咬
金

辞
仁
貴

柳
金
定

張
士
貴

劉
綴
官

莫
利
支
蔦
蘇
文

太
宗

昌
飛
黒

蘇
萬
徹

房
玄
齢

杜
如
晦

胡
敬
徳

徐
茂
公

醇
延
陀

秦
叔
保

秦
懐
玉

咬
金

正
末

醇
騙
寄

(仁
貴
)

旦
見

浄

柳
迎
春

張
士
貴

摩
利
支

葛
蘇
文

沖
末

徐
世
勧

(茂
公
)

正
末

探
子

正
旦

浮

醇
仁
貴

柳
迎
春

二
旬

張
士
貴

摩
利
支

蓋
蘇
文

(葛
)

浮

房
玄
齢

徐
世
動

(茂
公
)

梅
香

李
老
見

柳
員
外

'

沖
末

旦
児

浮

醇
騙
寄

(仁
貴
)

二
十
二
歳

娘
婦
児
柳
氏

張
士
貴

摩
利
支

葛
蘇
文

正
末

外丑

杜
如
晦

徐
茂
公

件 禾寄
旦

醇
膣
寄

(仁
貴
)

二
十
二
歳

柳
迎
春

二
十
歳

小
倫

崔
寳
奴

十
八
歳
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(地鮎)

大
黄
荘

分
曲
村

柳
氏
老
母
親

柳
氏
寄
寄

柳
氏
艘
艘

大
黄
荘

分
曲
村

降
州
龍
門
鎭

大
黄
荘

卜
児

婆
婆
李
氏

大
末

柳
大

大
旦

嬉
婦
張
氏

旦
見

李
元
師
之
女

降
州
龍
門
鎭

小
旦

徐
茂
公
的
女

弦
見

×
死
亡

ー

該
當
者

ナ

シ

降
州
龍
門
鎭

降
州
龍
門
鎭

大
黄
荘

大
黄
荘

(
附
記

)
こ
の
論
稿
を
爲
す

に
あ
た
り
、
野

口
宗
親

先
生

の
懇

切
な
御
教

示
を

い
た
だ
き
、
關
連
資
料

に
つ
い
て
は
岩

松
久
雄

・

佐
藤
保

・
代

田
智
明

の
諸
先
生
方

の
御
協
力
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
御
禮
申

し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
私
事

に

わ
た
り
ま
す
が
、

こ
の
論
稿
を
亡
き
父

に
捧
げ
ま
す
。
(
一
九
八
八
年

九
月
)
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